







 The aim of this paper is to compare the results of two questionnaire 
surveys in 2010 and 2012 on elementary school teachers’ beliefs about 
introducing letters and early literacy into “Foreign Language Activities 
(FLA).” The respondents were 398 teachers in 2010 and 311 in 2012. 
Comparison of the responses was made in terms of the difference in the 
school type (i.e., schools that had been designated for research or those that 
had not) as well as in the academic year where the survey was administered 
(i.e., the previous year of the introduction of FLA or two years after this). 
The results show that slightly more literacy-related activities are used in the 
practice of FLA in 2012 than in 2010. Moreover, the teachers’ attitudes 
toward introducing letters and early literacy seem to be still divided, while 












































































































































活動」における使用教材の回答を Table 1～4、Figure 1、2に示す。
Table 1：性別および年齢
性別 (%) 年齢 (%)
男性 女性 ～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～60
2010 D 46.61 53.39 29.79 14.04 21.70 17.45 13.19 3.83
ND 41.88 58.13 33.75 12.50 23.13 15.00 13.13 2.50
2012 D 43.54 56.46 31.97 13.61 16.33 17.69 15.65 4.76












担任学年 (%) 英語教育担当学年 (%)[ 複数回答 ]
1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6
2010 D 1.40 1.87 3.74 2.80 42.06 48.13 4.22 4.64 8.86 6.75 46.41 53.16
ND 0.68 2.05 2.05 2.05 47.95 45.21 1.86 3.11 2.48 3.11 58.39 58.39
2012 D 1.63 0.00 2.44 3.25 44.72 47.97 5.44 4.76 8.16 8.84 48.30 54.42
ND 1.42 2.13 1.42 1.42 56.74 36.88 1.22 1.83 1.22 3.05 68.90 46.34
─ ─7
「外国語活動」への文字および初期リテラシー導入に関する小学校教員の意識





















































































D ND D ND
全校児童数 326.24 414.32 350.39 385.05
英語授業の平均児童数 26.05 29.02 28.02 25.98





D ND D ND
『Hi, friends! 1, 2』 ― ― 94.56 96.95
『英語ノート１，２』 89.03 89.44 21.09 13.41
『小学校英語活動実践の手引き』 28.27 24.84 11.56 10.37
市販の教材 22.78 9.94 10.88 6.71
自治体作成の教材 4.64 5.59 6.80 4.27
大学や研究機関作成の教材 0.42 0.00 1.36 0.61
学級担任作成の教材 40.08 24.22 22.45 16.46
英語指導担当の日本人教員作成の教材 12.66 15.53 12.24 10.98
中学校または高等学校英語科教員作成の教材 0.42 1.24 0.00 0.61
ネイティブ教員（ALT）作成の教材 26.58 34.78 36.73 34.15
学外指導者・ボランティア指導者作成の教材 5.49 1.86 2.72 0.61






































































































1. 英語に親しむ活動 2. 異文化に触れる活動 3. 英会話の練習 4. 発音の練習
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２．ゲーム 2010 392 5.16 .95 692 2.54 -.17 .011 *
2012 311 5.33 .85
３．文化 2010 390 5.03 1.12 699 2.52 -.20 .012 *
2012 311 5.23 .91
４．交流 2010 392 5.49 .89 701 2.28 -.14 .023 *
2012 311 5.63 .70
５．会話表現 2010 389 4.85 1.17 698 5.36 -.42 .000 **
2012 311 5.28 .84
６．発音 2010 391 3.45 1.59 700 3.24 -.38 .001 *
2012 311 3.83 1.45
８．文字・音の対応 2010 390 2.59 1.55 658 3.68 -.44 .000 **
2012 311 3.03 1.58
９．アルファベット 2010 393 3.30 1.56 675 7.27 -.84 .000 **
2012 311 4.14 1.50
10．単語の読み 2010 387 2.70 1.44 654 5.30 -.59 .000 **
2012 311 3.30 1.49
11．単語の書き写し 2010 387 1.81 1.13 644 2.64 -.24 .009 *
2012 311 2.05 1.21
12．スペリング 2010 388 1.71 1.04 697 3.19 -.28 .001 *
2012 311 1.98 1.24
13．物語 2010 387 3.31 1.52 696 3.06 -.34 .002 *
2012 311 3.65 1.41
14．英文法 2010 385 1.64 1.08 694 4.85 -.44 .000 **









１．歌 2010 390 4.53 1.52 681 4.93 -.550 .000 **
2012 311 5.08 1.42
２．ゲーム 2010 390 4.93 1.33 666 3.09 -.312 .002 *
2012 311 5.24 1.33
５．会話表現 2010 385 4.15 1.45 656 3.96 -.443 .000 **
2012 311 4.59 1.48
６．発音 2010 392 2.25 1.45 701 2.64 -.306 .008 *
2012 311 2.55 1.61
９．アルファベット 2010 390 4.48 1.80 699 6.56 -.843 .000 **
2012 311 5.33 1.55
10．単語の読み 2010 388 3.36 1.67 697 4.59 -.565 .000 **
2012 311 3.93 1.54
11．単語の書き写し 2010 380 3.39 1.92 689 3.33 -.472 .001 *
2012 311 3.86 1.77
12．スペリング 2010 385 3.17 1.84 667 3.21 -.447 .001 *
2012 311 3.62 1.81
13．物語 2010 387 3.12 1.60 645 2.77 -.350 .006 *
2012 311 3.47 1.71
14．英文法 2010 382 2.38 1.68 655 3.38 -.441 .001 *









１．歌 2010 388 4.87 1.46 683 4.11 -.44 .000 **
2012 311 5.31 1.35
３．文化 2010 386 4.69 1.36 647 4.03 -.43 .000 **
2012 311 5.12 1.44
５．会話表現 2010 387 3.89 1.36 675 3.02 -.31 .003 *
2012 311 4.20 1.30
６．発音 2010 389 2.68 1.54 656 3.18 -.38 .002 *
2012 311 3.06 1.59
８．文字・音の対応 2010 387 2.34 1.39 696 2.71 -.30 .007 *
2012 311 2.64 1.57
９．アルファベット 2010 389 3.65 1.74 698 5.34 -.68 .000 **
2012 311 4.33 1.58
10．単語の読み 2010 388 2.40 1.39 658 3.53 -.38 .000 **
2012 311 2.77 1.42
11．単語の書き写し 2010 382 1.93 1.34 658 2.07 -.21 .039 *
2012 311 2.15 1.36
14．英文法 2010 384 1.48 0.96 693 3.23 -.26 .001 *







D33： I can ～ などを教える際、表記していた方が覚えやすくなると思う。
D122： 現在、外国語の指導をしていて感じることは、「聞く・話す」力をつけ
る上で、アルファベット文字を「読む」力も必要ではないかというこ
とです。…インタビューゲームをさせるために Can you～?という言い
方を教えましたが、読んだり書いたりしたことがない子にとって Can 
you～?は「キャンユー？」としてしか認識されていないような気がし
ます。
─ ─26
愛知県立大学外国語学部紀要第46号（言語・文学編）
Ｂ．文字を扱わないようにしようとする指導の中で感じたこと
D44： ローマ字と混乱して英語嫌い（発音がわかりづらい）を作らないために
ある程度文字と発音をリンクさせて教える必要がある。
D49： 全くヒントもないことばを丸暗記させる方がよほど負荷が高いと思う。
D78： 物語を指導するときに、文字は読めないのに、聞くだけで長い文を練習
させるのは困った。
D67： 実際、英会話教室に通う児童は増えており、中学生からの一斉スタート
にはなっていない。…小学生は意欲的に覚えるし、時間もある。何のた
めに外国語活動を行っているのかが分からない。（遊びの時間？…）
D88： 中学の英語の先生と話すと、「書く」ことへの抵抗の大きさ、難しさを
訴えている。英語ぎらいの原因とも言っていた。
Ｃ．中学校英語科とのつながりを考えた意見
ND113： …発音することやコミュニケーションすること重視の小学校英語が中
学に行くと急に書くことや読むこと文法重視になって困るぐらいな
ら、小学校のうちから４技能に触れさせておいた方がよいと、僕は考
えます。
ND134： アルファベットが分かると外国語が楽しくなるというのもあると思う
が、扱い方が定まっていないので、棚上げしている感じ…。今のまま
続けていくのが最も負荷が高い。４技能のうち少しは小学校に入れる
のはありだと思います。それを軸にできれば学校側も進んでいきやす
い。
D67： 実際、英会話教室に通う児童は増えており、中学生からの一斉スタート
にはなっていない。…小学生は意欲的に覚えるし、時間もある。何のた
めに外国語活動を行っているのかが分からない。（遊びの時間？…）
⑵　否定的な回答例
Ａ．「外国語活動」の目的を踏まえた意見
D15： 中学校との連携の話し合いの際に、「英語が書けない」ということが課
題として出されていました。小学校での外国語活動のねらいを、中学校
の先生だけでなく、全ての方に知っていただきたいと思っています。
ND43： コミュニケーション主体で楽しく英語に親しむことを大切に授業を
行っている。中学の授業もそういう姿勢へのつながりを意識してほし
い。塾などに通っていない子たちのギャップが解消できるとよい。
ND22： 現在の担任が英語をおしえている状況では、中学校の４技能をのばす
ところにまではつながらない。ローマ字さえもなかなか定着していな
─ ─27
「外国語活動」への文字および初期リテラシー導入に関する小学校教員の意識
い現状では、英語がつまらなくなってしまう子もたくさんいるだろう。
ND53： 小学生が英語を学ぶ目的を達成するためには、４技能の習得は必要な
い。
ND85： 小学校英語（外国語活動）は中学校英語の前段階ではなく、コミュニケー
ション能力を育てる活動としてとらえている。
ND142： 文字を導入すると、文字を覚えるのが苦手な子にとってはとても苦し
くなると思います。また、読みの場合、正しく読むことが求められ、
外国語活動とは別の評価をしなければいけないと思います。
D90： 現行の時数では文字を扱う余裕が少ないと思う。内容の検討とあわせて
授業時数も考えていく必要があるように思う。
⑶　文字の扱い方に対する戸惑い
D7： 文字についての扱いが不自然に避けられている印象を受けた。必要に応
じて、文字についての学習に取り組む方がよいと思っている。
ND63： 「文字は扱うな」というようなことを文科省からいわれたことがあった。
しかし自分は扱ってもよいという気もちでした。
ND142： 「コミュニケーション重視」は大切と思いますが、「文字を扱わない」
とするのは雑だと思います。…専門の教員を置くべき
ND26： 小学校に外国語活動として英語を導入する理由が単なるコミュニケー
ション能力とは考えにくい。（それなら別の言語でもよいし、別のこと
でもよいのではないかと考えるから）それなのに教えこんではいけな
いという足かせに矛盾を感じる。
⑷　国語科における「ローマ字指導」について
D55： ローマ字を３年生で、少ない時数で学ばせていることの方が負担であり、
無理がある→文字への抵抗にもつながっている。
ND97： 国語科で学習するローマ字は訓令式であり、小学校教師が徹底的に教
えようとしていることに問題がある。もっとさらっと学んでヘボン式
についても十分にふれさせたい。
D5： 国語科でのローマ字学習の時間をもう少しとれるとスムーズに文字に入
れるのではないか。
D76： ローマ字だけで十分だと思う。漢字もできないのに英語まではムリ。
D159： ローマ字からの連続性を考えれば、それほど子どもへの負担感は高く
ない。
